
令和４年度全国学力・学習状況調査の調査結果
の活用による指導改善に向けた説明会

小 学 校 算 数 （問題編）

県教育委員会事務局学ぶ力はぐくみ課



〈動画の内容〉

４．課題等

５．指導改善のポイント



４．課題等
算数 １ 目的に応じて数量の関係に着目し数の処理の仕方を考察すること（買い物）



４．課題等
算数 １ 目的に応じて数量の関係に着目し数の処理の仕方を考察すること（買い物）

解答類型（抜粋） 反応率（％） 正答

１ ア 32.2 ◎

２ イ 4.5

３ ウ 52.4

４ エ 9.2

９９ 上記以外の解答 0.7

０ 無解答 1.0

学習指導に当たって
目的に合った数の処理の仕方を考えることができるようにする
日常生活において、数の大きさを見積もる必要があるときは、

目的に応じて数を大きくみたり小さくみたりして、概算できる
ようにすることが重要である。

（４）示された場面において、目的に合った数の処理の仕方を考察できるかどうかをみる。

切り捨て

四捨五入

切り上げ

趣旨



４．課題等
算数 ２ ２つの数量の関係について考察すること（果汁の割合）



（３）示された場面のように、数量が変わっても割合は変わらないことを理解しているかどうかをみる。

解答類型（抜粋） 反応率（％） 正答

１ １ 65.2

２ ２ 9.3

３ ３ 23.5 ◎

９９ 上記以外の解答 0.6

０ 無解答 1.4

学習指導に当たって
日常の具体的な場面に対応させながら、割合について
理解できるようにする
日常の具体的な場面に対応させながら、飲み物の量

に対する果汁の量の割合が、飲み物の濃さを表してい
ることを理解できるようにすることが重要である。
その際、飲み物を分けても、飲み物の濃さは変わら

ないという生活経験を想起できるようにすることが大
切である。

趣旨

４．課題等
算数 ２ ２つの数量の関係について考察すること（果汁の割合）



算数 ２ （４）二つの数量の関係について考察すること（果汁の割合）

（正答例）【求め方】
果汁の量は、180÷30＝６で、６倍

になっています。果汁の量が６倍にな
ると飲み物の量も６倍になるので、飲
み物の量は、100×６＝600で、600mL
になります。 【答え】 600（mL）

解答類型（抜粋） 反応率（％） 正答

求め方 答え

１

①、②

600 47.4 ◎

２
600以外
無解答

0．4

３

①

600 6.3

４
600以外
無解答

5.1

５

②

600 11.6

６
600以外
無解答

0.1

７

180÷0.3

600 0.7

８
600以外
無解答

0.1

９

180×0.3

600 0.0

10
600以外
無解答

0.3

13
類型１から類型12以外
の解答 無解答

13.9

９９ 上記以外の解答 8.2

０ 無解答 5.8

（正答の条件）
次の①、②を全て書き、答えを600と書
いている。
① 180mLが30mLの６倍であることを求
める式や言葉

② 果汁の量が６倍になると飲み物の量
も６倍になることを用いて、果汁の量
が180mLのときの飲み物の量を求める
式や言葉

②のみを記述 11.7％ 解答類型５、６

①のみを記述 11.4％ 解答類型３、４

【答え】600と解答 66.0％
解答類型１、３、５、７、９、11、13

趣旨

４．課題等
算数 ２ ２つの数量の関係について考察すること（果汁の割合）

（４）伴って変わる２つの数量が比例の関係にあることを用いて、未知の
数量の求め方と答え方を式や言葉を用いて記述できるかどうかをみる。



４．課題等
算数 ３ 目的に応じてデータの特徴や傾向を捉え考察すること（お楽しみ会・交流会）



４．課題等
算数 ３ 目的に応じてデータの特徴や傾向を捉え考察すること（お楽しみ会・交流会）

（正答例）
【求め方】
かくれんぼを希望している人数は、１年生が14人、

６年生が８人なので、かくれんぼのポイント数は、
10×14＋５×８＝180で、180ポイントです。

【答え】180（ポイント）

（正答の条件）
次の①、②、③の全てを書き、答えを180と書いてい
る。
①かくれんぼを希望している１年生のポイント数を求
める式や言葉

②かくれんぼを希望している６年生のポイント数を求
める式や言葉

③１年生のポイント数と６年生のポイント数の合計を
求める式や言葉

（４）加法と乗法の混合したポイント数の求め方を解釈し、ほかの場合のポイント数の求め方と答えを式や言葉を用
いて記述できるかどうかをみる。

趣旨



算数 ３ （４）目的に応じてデータの特徴や傾向を捉え考察すること（お楽しみ会・交流会）

解答類型（抜粋） 反応率
（％）

正答

式 答え

１

①、②、③

180 66.3 ◎

２
計算の順序についてのきま
りに従わずに解答

1.0

３ 類型１、２以外 無解答 3.3

４
①、②

180 1.5

５ 180以外 無解答 0.1

６
①、③
②、③

180 0.1

７
計算の順序についてのきま
りに従わずに解答

0.0

９
③

180 0.1

10 180以外 無解答 0.0

11

①又は②

180 0.2

12 180以外 無解答 0.3

１３ 類型１から
類型12以外
無解答

１８０ 1.1

14 170、160、150、75 0.2

９９ 上記以外の解答 6.9

０ 無解答 9.8

【求め方】
解答類型１～３ ①、②、③ 70.6％
解答類型４、５ ①、② 1.6％
解答類型９、10 ③ 0.1％
解答類型11、12 ①又は② 0.5％

【答え】180 69.6％
解答類型１、４、６、９、11、13

学習指導に当たって
日常生活の問題を解決するために、数量の関係を式に表したり、
式を読み取ったりすることができるようにする
輪投げのポイント数の求め方を読み取ることができるように

することが大切である。また、表から必要な数値を読み取った
上で、ポイント数の求め方を式で表し、計算の順序についてき
まりに従って計算できるようにすることも大切である。

（正答の条件）
次の①、②、③の全てを書き、答えを180と書いている。
①かくれんぼを希望している１年生のポイント数を求める式や言葉
②かくれんぼを希望している６年生のポイント数を求める式や言葉
③１年生のポイント数と６年生のポイント数の合計を求める式や言葉

計算の順序についてのきまりに従わずに解答
1.0％ 解答類型２、７

４．課題等
算数 ３ 目的に応じてデータの特徴や傾向を捉え考察すること（お楽しみ会・交流会）



４．課題等
算数 ４ 図形の意味や性質を基に図形の構成の仕方を考察すること（プログラム）



算数 ４ （１）図形の意味や性質を基に図形の構成の仕方を考察すること（プログラム）

解答類型（抜粋） 反応率
（％）

正答

記号 正しい命令

１

イ

①、② 46.5 ◎

２ ①右、② 0.3

３ ② 2.2

４ ①、②60° 7.2

５ ①右、②60° 10.5

６ 類型４、5以外で、②60° 0.7

７
類型１～６以外で、角の大きさにつ
いて書いているもの 7.7

８ 長さについて書いているもの 0.7

９ 類型１～８以外、無解答 6.3

10

ア

①、② 0.7

１１ ② 0.1

１２
類型10、11以外で、角の大きさに
ついて書いているもの 2.0

１３ 長さについて書いているもの 2.4

１４ 類型10～13以外、無解答 3.0

９９ 上記以外の解答 4.6

０ 無解答 5.0

【記号】解答類型１～９
イと解答 82.1％
解答類型10～14
アと解答 8.2％

（正答の条件）
記号をイと選び、次の①、②の全て
を書いている。
①回転する向きである左を表す言葉
②回転する角の大きさである120°
を表す数や言葉

（正答例）
【記号】イ
【正しい命令】左に120°回転する。

【正しい命令】
解答類型１～３、10、11 120°と記述 49.8％
解答類型１～７、10～12

角の大きさについて記述 77.9％
解答類型８、13 長さについて記述 3.1％

４．課題等
算数 ４ 図形の意味や性質を基に図形の構成の仕方を考察すること（プログラム）

（１）正三角形の意味や性質を基に、回転の大きさとしての角の大きさに着
目し、正三角形の構成の仕方について考察し、言葉と数を用いて記述で
きるかをみる。

趣旨



算数 ４ （４）図形の意味や性質を基に図形の構成の仕方を考察すること（プログラム）

（４）示された作図の手順を基に、図形を構成する要素に着目し、平行四辺形であることを判断できるかどうかをみる。

類型４
辺の長さを適切に捉える
ことができていないと考
えられる。

学習指導に当たって
図形を構成する要素に着目し、図形の意味を理解したり、図
形の性質を確かめたりすることができるようにする
作図の手順を基に、辺の長さや角の大きさなどからどのよ

うな図形ができるかを予想したり実際に作図したりして、図
形の性質を確かめることができるようにすることが大切であ
る。

解答類型（抜粋） 反応率
（％）

正答

１ １ 11.6

２ ２ 4.5

３ ３ 55.9 ◎

４ ４ 12.0

５ ５ 7.8

９９ 上記以外の解答 1.3

０ 無解答 6.8

４．課題等
算数 ４ 図形の意味や性質を基に図形の構成の仕方を考察すること（プログラム）

趣旨



５．指導改善のポイント

A 数と計算
○ 目的に合った数の処理の仕方を考えることができるようにする指導の充実

B 図形

○ 図形を構成する要素に着目して、図形の意味や性質、図形の構成の仕方について考察できる
ようにする指導の充実

C 変化と関係

○ 基準量、比較量、割合の関係について理解できるようにする指導の充実

○ 伴って変わる２つの数量の関係に着目し、未知の数量を求めることができるようにする指導
の充実

D データの活用
○ 目的に応じて、表やグラフを読み取り、データの特徴や傾向を捉え考察できるようにする指
導の充実


